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第11回 OBI同 窓会総会

2006年4月 24日、OB1 5階教室で、同窓生20名の出席の下に、増田学院長、福丼

教務主任をお招きして、午前 11時から午後2時まで同窓会総会は開かれた。総会司会

は有田美榮子姉が執られた。一同、聖歌528番 「いまだ見ぬ地」を讃美し、開会の熱

い祈りが窪田姉により捧げられた。飯島会長と増田学院長から開会の挨拶が、福丼先

生からOBIの現況報告 (新入学生 19名 :聖書科本科4名、聖書科専修科2名、聖書科

聴請6名、教会音楽科5名、―般音楽科2名、研究科 :リ サーチコース16名 )がなさ

ねた。続いて、議案審議がはかられた。

1会計の三浦兄から2005年度の会計決算報告が、

2森本姉から会計監査報告が夫々なされ、全会員一致了承された。 (右表)

3また、会計三浦兄から2006年度予算案が提示され、了承された。 (右表)

4有田姉から、2005年度OBの歩みが概略報告された。

5.今年度役員の改選が審議され、会長に三浦秀弥兄、総務に芳賀功兄が夫々改選さねた3

飯島会長、有田総務の多年の御労に感謝。会計は三浦兄が兼務c後日、戸1偕生兄が

会計役員を了承。会計監査 :森本酸姉、アドバイザー :杉山礼子姉、浪井弘子姉は留任。

引続き、愛餐会と交わりが浪丼姉の司会の下、行われた。出席者全員の近況報告やお

証しがなされ、楽ししヽ時を過ごした。終わりに、佐野謙次兄から、研究科リサーチ

コーチと後援会の報告があつた。最後に、三浦喜代子姉の祈りで総会|よ閉じられた。

2005年度 OBI同窓会の歩み (概略 )
4/25 第 10回  同窓会総会実施。

4/21 飯島会長、理事会出席。

6/16 飯島会長、理事会出席。

6/18 第2回  お茶の水聖書学院募金コンサー ト植木朋子独唱会に協力 c

7/1 ニュースレター 19号発行。

7/11～ 13 サマースクーリングに協力。

フ/12 鹿島の森ホテルで同窓会開催。

9/15 飯島会長、理事会に出席。

10/20 0Bへ 広告費用 10万円献金。

11/21 0B倉」立 15周年記念の集い―感謝と展望。

12/10 0B協 力金30万円献金。

12/24 ニュースレター20号発行。

20062/16 飯島会長、理事会出席。

3/18 0B13回卒業式の受付、謝恩会に協力。

4/]0 0B入学式、始業式に協力。三浦喜代子姉祝辞。以上。

新会彙紹

音楽
‐
_l総合ヨースの学びをけ了し二  平田 仁美 (13期生)

三年前、学びの必要に迫られて、音楽科で学び始めてから、あっという間の三年でした。「せっ

かくだから総合コースで」と欲張って学び始め、「オルガン」と「声楽」と「講義」と、試験の近

B… 1

会計報告

2005年度 ◎BI同窓髪
(10.::―

1項 目    予 算

収 入  前年度繰越金

維持献金

83,594

150,000

悪謝献金      4∞ ,圃

同窓会活動■       0

雑収入           1

収入合計 633,595

支 出 事み費

通信費

司憲会活動員

O BI惚 力金

予籠費

20,000

30,000

20,000

450,000

113.595

支出合計

次期繰越金
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転金者敬称略
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ニ溝秀弥  水丼外子   ミ
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十香子  米=
ヤ村に子  ヤ

'llわ
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二,喬 秀弥  染谷多真
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■■

凛 工子  清瀬行迪  姜
=

奢鳩 彰  十日哲子  浅モ
松日常子  二友宿子   戸
j西丼美昔子  芳賀 功   曰ナ
内口え子  脇坂 舅  永=
戸′11借生  福庁らよ  堀r

(転金者が複敗回■示さ
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会計監畳報告

上記の兄手、会計彙養 お 1
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会計報告

2005年度 ③日 !同窓会 会計報告
(200541～2006331)   単位 :円

収入合計           633.595 537.595 -96,000

2006年度 OBI同窓

収  支  項  目       前年

収 入 前年度繰越金    831

維持献金     1501

感謝献金     400,

同窓会活動

雑収入

支  出 事務費

通信費

同窓会活動費

OBI協力金

予備費

くなると、大変な時もありましたが、本:

充分な練習ができていなかったり、不充
`

い生徒ではありませんでした。神様 (と
`れました。

しかし、私の中では、自分自身にまだ

いのです。三年間の学びを終えて、やっ(

ということで、継続して実技を中心に学i

ンが学びの中心となりますが、教会の賛:

が深められていくものでありたい、と願

卒芙6D=を通えて

OBIで聴講をはじめてから三年¥にた

歳で病死しました。私は住まいと教会を:

身の歩みについて、思い悩みましたが、i

聖書を学びたいという思いが強くなりま

年齢的なこともあり、入学することに:

れ、導かれるままに、最初の一歩を踏み|

苦手な科日もあったのですが、ふたを開

いました。これは、経験豊かな先生方の

ことばの賜物です。貴重松90分がもった

また、教派や様々な立場を越えて、信

齢だけではない |)が生み出す、極上の

られたOBIでの学びを通して、霊肉と1

のではなく、学んだことがこれからの私

います。

魂長、福丼

=総会司会

、調会の熱

]、 福井先

]、 聖書科

l がなさ

K′

女選された。

偕生兄が

子輌は留任。

三報告やお

ンフ~チ

」られた。

iンたo「せつ

こ、試験の近

収 入  前年度彙越金

性持献金

感謝献金      4∞ ,000

同窓会活動費       0

雑収入           1

83,594

150.000

20,000

30,000

20,000

450,000

113.595

83,594

168,000

286,000

0

1

6.500

61,160

100,000

0

18,000

-114,000

0

0

-13.491

31,160

80,000

二友庸子

松円常子

増亀善え

有口貞一

二澤すぎの

小林直子

依口
～
子

た瀬 r
福丼ちよ

員島多様夫

二浦分弥

永千みよ子

支 出  事務費

通信費

同
=会
活動量

OBI協 力金

予薔費

300,000                  -150,000

27.720 -35,875

1支出合針      633,595     ~   435,339         -138.2061
次期級越金 42.206

０

　

　

０

　

　

０

　

　

０
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２
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２
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１

転金者 は金者敬称略
脇坂男   依口和子  清燿行速  あ綺理息子
二j言暮代子  窪口浮子   森本 襲  杉山ネし子
二 j喬 秀弥  澳丼弘子   森 讐   二汗すぎの
増亀外子  千松庸一   北村久夫  小林暮久男
/t口幸恙  千

'千

十香子  米ロカた子 窪丼帝子
ヤ村良子  十り11わ代   江操博久  薇曰みか
二浦秀弥  染谷多鼻

= 
脇兵 勇  永丼みよ子

原 工子  清瀬行逍  安彗え一  能)キ郎
肴鳩 彰  十日哲子  浅辺其子  国束息子
松日常子  二友麻子   Pり 11倍生  ロヤ息子
洒丼美者子 芳贅 功   口十恙子  佐野筆次
内口光子  脇坂 勇  永口 食  関口悦子
Pり ll倍生  福丼ちよ  堀C7客子  緒狩友行

(献金者が複数回提示される場合があります。)

原 工子
始鳩 彰
糸満ミユキ

●りllわ子

供野二t
彙 11準
関口悦子

国松格子

千松稀一

内口光子

毛凛え彦

滝tFltt t

破

会計監査報告

上記の銘手、総→t贅公 を行いネ tた 。t式内求は同達いなく、

以上献金者56名 、76口 。

2m6年4月 20日工 tく 子 tて いることを集め ます。

公■■■
８
じ森 本

繰越金

卒業謝恩会で司会の平田仁美姉2006.3.18
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迫障の詞 財韓耗 あなたは私と共におられます。」

OBI学院長 増田 誉雄
mの人は、イエス様を信じて本当に変わりました。」、「私は勃ヽ最高に幸せなんです。私が独り占め
にすることができるんですから,… 。」会社人間であつた能勢兄を振り返って、生前、艤 へ、がよく言
っていたことを思い出します。そして、二十数年間リュウマチを患ったご夫人をよく介護して、病院で、

「お母さんの面倒をよくみて、えらいですね。」と言われましたと、病気で年よりもふけて見える夫人につ

いて、茶目つ気たっぷりに兄は話していました。

兄は、OBI第二回卒業生ですカミ卒論は、「出エジプト記」の解説を書き、さらに自費出版して友人た

ちに贈呈しました。その校正を夫人がしたのですカミ校正がすんだら自殺をしようと思っていたところ、十

戒の「殺してはならない。」は自分も自分のいのちを奪ってはいけないことなのだと気づかれて、思いとど

まったのでした。

以後、車椅子を押しての兄の愛腱 かな信仰生活はクリスチャン夫婦の鑑と尊敬され、慕われたのでした。

舌癌で召天された夫人を覚え、「神様もあなたは私と共におられます。」との最後のことばを銘文として記

して、讃美に用いられるようにと、兄は教会にオルガンを寄員曽されました。それはまさに夫婦共に復活信仰

に生きることの説得力のある証しとして、毎聖日礼拝讃美に用いられ、神に栄帰 り景されています。

詣勢兄追庫
「
ことば 机を立‐it l百        三浦 喜代子

1991朝、開講を待ってOBIに飛び込んだ私は、最初の授業の時、思いきつて、最前列中央に座しま

した。本田弘慈先生の魅力の故です。と、お断 消跡兄だつたのです。以来、なんと一度も違わず三年間机

を並べました。これは強烈な思い出です。

兄は苛烈な戦争体験を持っておらオヽ ジャングルの中をさまよっている内に米軍に見つけられて捕虜収容

所に収容さオヽ 間もなく解放されて帰国できたそうです。収容所内でそれまでの栄養失調が改善さな 太っ

て帰ってきたと、笑いながら話されました。兄はいつも悲劇を楽濠1に変えるユーモアとウイットと、熱い信

仰を持っておられました。

卒業式には、30●も介護されている車椅子の奥様と列席なさいました。三年前に奥様の召天を見届け、書

道家であった奥様の遺作展もなさり、それから、奥様を追って行かれたのでした。前夜式に参列できてよか

ったと感謝しています。

Б兄の思い出 杉山 ネL子
能勢兄との出会いはOBI第‐期生として、受講を共にした時でした。博学な中にも謙遜で穏やかなお人
柄に接し、心をなごませて戴きました。理想的な御夫婦愛こそ、能勢兄の想い出の最も印象深い点です。

又、お琴の演奏もされると聞いて、びっくりしたことでした。一度、聞きたかったです。OBIで能勢兄
のようにすばらしぃ先輩と共に学ぶことが出来 心より感謝しています。いつの日力、神様のみもとでOBI
の同窓会がもてること楽しみにしています。その時は、能勢兄のお琴の演奏で賛美したいですね。

言 二 ^声 し で                 松岡 常子
能勢兄とはネし拝で数回ご一緒いたし、祝会時の琴演奏を拝聴させて戴いた短かい交わりでした。

しかし、清楚で敬虔な人柄に多彩な賜物を秘めておられたことが偲ばれます。恰も十二部族の

胸当にちりばめられた宝石の輝き、大祭司の装束の色鮮やかな麗しさがお似合いの兄でした。

又、機知に富み、ユーモア滑脱溢れる会話を楽しみたく、残念でありますが、日が込むほどに

閃く一時がありました。木漏れ日の喫茶店で同窓生が教会のヴイジョン、夢を熱く語り合ったそ

のところで主の恵み、神の愛、聖霊の交わりが私達とともにあることを実感した一時でした。

今後は、能勢兄のスキルな研究の書、「出エジプト記」を通して兄と交わり、啓示の言によっ

て主の十字架と復活が求める信条を孤立させず実践者として興味津々の生涯を。

疲れを覚えた時、「六段の調」の優雅な旋律に能勢兄を偲び癒されて進みます。御国で憩われ

る兄弟と見える日まで、愛なる神に養われつつ聖なる旅路を歩んで行きたく願います。

C

能勢さんの思い出
わたしが能勢さんにお目にかかりましたのは、

三浦喜代子さん力根 国東さんが会計、能勢
`

うに命じら楓 否応なく引き受けることとなりま

き継ぐことが出来ました。そして、その後、折,こ 1

次の思い出は著書を送つて戴いたことです。を
'

そして続いて、珊 の著書を戴きました。

199411月 1日発行「出エジプトllEj, 班澤

“

月I

キリスト教批半1と迫害」 199876Hη 日 「イヌ
はじめら員 は、何れも力作でした力ヽ 最後の藩

ばれるものであり、特に、ご夫妻の写真がすばら

最後の思い出は、昨年の明 26日、有田さんの言

OBI同窓会を行ったことでした。能勢さんは輝

ました。主が備えてくださった一時でした。長 モヽ

わたしたちは′し、ゆくばかり、楽しくその時を味わ・

三つの思い出を書かせていただきました。

能勢寿郎兄の想い出

能勢寿郎兄の御生涯は、愛と忍耐と誠

の学びの時、御病気の奥様を献身的に介

一緒に付いていかれました。そのような

励みました。病床の奥様の御協力により

御本にまとめられました。小生にもお贈

は、本当に驚きました。書家であられる

ので、書道の道具の準備を頼まれたので

とのこと。私は、そのお話を聞き、いつ

目標に向かう兄弟から、多 くのことを教

通して知り合った良き友を突然失って、

(ガラテヤ書5:22～ 23)

忘れもしない1989年 12月 25日 。クリス

牧師より受洗された。私事で、恐縮です

した一人でしたので、よく覚えています
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つ最後のことばを銘文として記

それはまさに夫婦共に復活信仰

栄光が帰されています。

三浦 喜代子
きって、最前列中央に座しま

、なんと一度も違わず三年間机

,こ米軍に見つけられて捕虜収容

での栄養失調が改善され、太っ

ユーモアとウイットと、熱い信
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した。前 に夕 1できてよか
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,ヽ出の最も印象深い点です。

たかったです。oBIで能勢兄
つヨか、神様のみもとでOBI
で賛美したいですね。

松岡 常子
勲いた短かい交わりでした。

ばれます。恰も十二部族の

がお似合いの兄でした。

「ますが、日が込むほどに

ン、夢を熱く語り合つたそ

を実感した一時でした。

と交わり、啓示の言によっ

の生涯を。

て進みます。御国で憩われ

きたく願います。

ものとして、私の母と

古淵伝道所へは、時

茶道にも通じておられ

れ方を見るに付け、ク

昨年、10月 中旬、お

みにしておられました

した。今や、天にて奥

有り難う、主に感謝で

育 さんの思い出 佐野 謙次
わたし力消跡 さんにお目にかかりましたのは、OBIを卒業して初めて同窓会に出席致しました時です。
三浦喜代子さんが会長、国東さんが会計、能勢さんが書記でした。その場で、わたしに書記を交代するよ

うに命じられ 否応なく引き受けることとなりました。同窓会のサンプルはよく出来ていて、そのまま引

き継ぐことが出来ました。そして、その後、折に触れて、御指導を戴きました。 (1勁年月)。

次の思い出は著書を送って戴いたことです。ある日、突然、「出エジプト記」の著書を戴きました。

そして続いて、5冊の著書を戴きました。

1992411月 1日発行「出エジプト肩副 , り輝お月η日

`Mtt P竪

霊硼 , 19946月
"日

「紀硼 の

キリスト教批半Jと迫害」 1998765m日  「イスラエル国の胎動」, 1999411月 1日 「落語ノヘご劃
はじめの4冊は、何れも力作でした力ヽ 最後の落語人生は能勢さんの人生の履歴書ともいうべく人柄力ヽ思

ばれるものであり、特に、ご夫妻の写真がすばらしく感じました。

最後の思い出は、昨年の6月 26日、有田さんの古J判動 ●IL拝の歓 松岡さんを交えて5人で、ミニ

OBI同窓会を行ったことでした。能勢さんは終始穏やかに、種々のOBIでの思い出を語つてください
ました。主が備えてくださった一時でした。長い地上の生涯を去り、天に召される日の近いことも知らず、

わたしたちは′いゆくばかり、楽しくその時を味わつたものでした。やがて天にて会い見ることを偲んで、

三つの思い出を書かせていただきました。

能勢寿郎兄の想い出 給鳩 彰
能勢寿郎兄の御生涯は、愛と忍耐と誠実の生涯でありました。お茶の水聖書学院で

の学びの時、御病気の奥様を献身的に介護なさいました。病院へは車椅子の奥様に御
一緒に付いていかれました。そのような家庭環境の多忙さの中にあって、よく勉学に

励みました。病床の奥様の御協力により、兄弟は、自費で、聖書の研究成果を一冊の

御本にまとめられました。小生にもお贈り下さいました。能勢寿郎兄の熱意と努力に

は、本当に驚きました。書家であられる御病気の奥様に、夜中に、展覧会に出展する

ので、書道の道具の準備を頼まれたのですよ、そして、一気に書き上げてしまわれた

とのこと。私は、そのお話を聞き、いつも、二人三脚で、何事も試練に耐えながら、

日標に向かう兄弟から、多くのことを教えられました。お茶の水聖書学院での学びを

通して知り合つた良き友を突然失って、私も本当に淋しい思いでおります。

(ガラテヤ書5:22～ 23)

能勢兄の思い出 有田美榮子
忘れもしない1989年 12月 25日 。クリスマス礼拝で兄は経堂めぐみ教会、増田誉雄

牧師より受洗された。私事で、恐縮ですが、私の母、小山とりもその時、一緒に受洗

した一人でしたので、よく覚えています。共に、大正の激動の時代、戦争を経験した
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有田 美榮子 五年ぶり西先生の「旧約聖書の思想と概説」を中・後篇より学びを始
める。前々から学びたいと思っていたので、今春よリワクワクしながら学んでいます。

また、チャレンジを受け、まさにOBIでの学びの大切さを知り、かつ励まされています。
また、古淵伝道所のために、お祈 り有 り難うございます。引き続きお祈 り下さいますよ

うにお願いいたします。

飯島 多稼夫 日本同盟キリス ト教団の東京宣教区の役務者の役を終えたと思ったら、
今度は教団信徒理事を依頼されて、祈 りのうちに引き受けた。家族、妻、虐、子、娘夫婦

の救いのためにお祈 り下さい。

窪田 淳子 本年度も研究科で学ぶことが許されて嬉しく思っております。何が出来
るか求めつつ個人伝道の奉仕へと、高齢者との交わりや訪間、手紙、家庭集会への協力、

草加キングスガーデンでの月一回の礼拝の参加等を行っています。

戸川 偕性 4月 30日 教会総会にて牧師に推挙されれば、増田先生に按手をお願い

する予定です。すべてにおいて主の御心がなりますようお祈 り下さい。(6月 18日 、増田

学院長より腰越教会にて按手を受け、正式腰越教会の牧師に就任されました。おめでと

うございます。)

浪井 弘子 洗礼を受けてからすぐ始めました家庭集会が23年 になりました。求道中
の方が救われますように。又、お花のハンキングマスターとしての働きを通 して伝道

ヘ

と繋げていければいいと思つております。是非、お祈 りをよろしくお願いいたします。

牧野 三恵 2006年 度中に拉致問題の全面解決を。横田早紀江姉の霊性、健康が守ら
れますように。横田姉の救出活動を通して福音が伝えられますように。家族、友人、知

人の救いのためにお祈 り下さい。

松岡 常子 みことばにとらえられている日々です。主のご真実と愛の中で家族 (娘婿)
の救いを祈 り、又教会、社会のために夫と共に祈 り合い、幸いの時を送っています。

三浦 喜代子 ネットコースで「あかし文章講座」が開かれています。今年も文章活
動を通して主を伝えていきたいと思います。プログ「希望の風」を設けて、毎日記事を

書き続けています。パソコン使える方々、のぞいてください。

三浦 秀弥 多望な日々、多忙な時を過ごしています。教会、OBIの 学び、仕事
(週 3～ 4日 )そ して家庭と毎ロマラソンやってるみたい。何時終わるのか ?その上、

OBI同 窓会の会長職を加えられて。更なる健康が保たれますように、お祈 りいただけ
ば、幸いです。

森本 酸 本年もリサーチコースが楽しみです。素晴らしい学びです。感謝です。教
会では、婦人宣教の思いを抱いた有志の方々によつて始められた月1回の集い「シヤロン

の花の集い」が14年間続けられ155回 を迎えました。教会に来ていただく始めのステップ

として用いられ救われる方が起されていること、感謝です。どんな時にも主が共にいて

下さり、導いて下さいます。OBIの 聖地旅行で眺めた美しいイスラエルの野、シヤロ
ンの平原の花々を思い浮かべながら御奉仕できる恵みに感謝しています。

ヒFI:(同窓会総会参加への返信より)
会田 清美 私は3月 に通信制大学での学びを終え、今後の歩みを主に祈 り求めていま
す。お祈 りください。

東 利雄 OBIの 益々のご発展をお祈り申し_Lげます。遠隔地 (兵庫県)のため欠席
させて頂きます。

安藤 良一 法科大学院で学生の指導に追われています。
阿江 美知代 同窓会の輪に加えてくださることをも感謝です。今後とも、よろしくお
願いいたします。

糸満 ミユキ 土浦市に転居しました。弟家族と同居します。終の棲家となるでしょう。
これからが信仰が試される時だと覚

′
膳しています。主を愛し、家族を愛する事が出来ます

ように。祈 りに徹 したい。お祈 りください。

上田 留美子 今年は、娘の結婚準備の為に忙 しくなりそうです。
内田 光子 同窓会に出席できませんが、皆さまの祝福をお祈 り申し上げます。

D

内山 未知 元気で歩んでいます。ノ、
を整えていただきたいと主に祈つてし

江藤 博久 聖宣神学院の4年生と l

いよ牧会に入ります。あまりにも小さ

尾形 具理子 奏楽の奉仕をさせて
小川 純 OBIで 学ばれた方々が
ます。

尾原 光彦 今年は妻と二人で音楽
す。お祈 りください。

加来 国生 ハレルヤ !筑紫野二日
この5、 6年内に開設 した二つの伝道所

教勢が伸びています。感謝、感謝 !!

笠木 ありさ 昨年の夏から、川越
OBIの 事は、今でもよく思い出しま
いに祝福され、ひとりでも多くの方が

清瀬 行道 日本、台湾、米国でテ
ださい。

木下 順子 函館に遣わされて、2」
まだまだ、礼拝のメッセージや祈祷会

いいたしますc

木元 状 主のご祝福をお祈り申し
国松 裕子 月に2回 オルガンのレ
分かつてきました。今年度も続 |すてし

黒沢 すぎの 78歳になるとこんな
行事にやつと参加 して痛む真と戦いC

運んで頂いてる参加状態です。

倉沢 薫代 本田先生から戴いた魯
きたいと祈るものですこ

窪井 節子 院外処方箋の取扱いの
市させてください。

小林 喜久男 新しく7名 の兄姉を:

うお祈 り申し上げますこ

佐藤 敬 懐かしい皆さまにお会い
続けています。クリスチヤン結婚紹介

仰の継承という主のお働きの一端を担

とても嬉 しく感謝に思つています。現

須田 松子 4月 から長女は小学校
ど忙しく、楽しく過ごさせて頂いてお

菅井 正道 音楽活動とギデオン4
5月 の関東地区大会の準備に主の導き

頂いております。

杉山 礼子 4/24～ 5/8ま でニユー :
鈴木 恵美 20064月 、伝道師の家
されることになりました。

関 節子 住所変更しました。
関口 悦子 昨年度、新 しい学校 |

イザヤ書41:10「恐れるな、わたし|

にあり、生かされています。

千田 哲子 宣教活動として、ゴj

2月 にサークルに入つておりました長

休めません。増田先生、始め諸先生ラ

祈りいたします。

高橋 美恵子 現在、韓国ソウル |
日本語礼拝部で礼拝を守っています〔



コ・後篇より学びを始

がら学んでいます。

D励まされています。

お祈 り下さいますよ

:を終えたと思ったら、
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:、 家庭集会への協力、

先生に按手をお願い

い。(6月 18日 、増田

れました。おめでと

なりました。求道中

働きを通して伝道ヘ

お願いいたします。

の霊性、健康が守ら

に。家族、友人、知

電の中で家族 (娘婿)

を送つています。

ます。今年も文章活

設けて、毎日記事を

BIの学び、仕事
わるのか ?その上、

に、お祈 りいただけ

です。感謝です。教

|コ の集い「シャロン

:だ く始めのステップ

寺にも主が共にいて

ラエルの野、シヤロ

ます。

信より)
を主に祈 り求めていま

兵車県)のため欠席

今後とも、よろしくお

)妻家となるでしょう。

愛する事が出来ます

ヨし上げます。

内山 未知 元気で歩んでいます。人として自立、誰かに左右されることのない信仰
を整えていただきたいと主に祈つています。お祈りください。

江藤 博久 聖宣神学院の4年生として仕上にかかっています。来年4月 より、いよ
いよ牧会に入ります。あまりにも小さき自分、主のあわれみをっ

尾形 具理子 奏楽の奉仕をさせて頂いています。
小川 純 OBIで 学ばれた方々が、益々主に用いられますように、お祈 りいたし
ます。

尾原 光彦 今年は妻と二人で音楽ミニス トリーを始めようと祈 りつつ願っていま
す。お祈 りくださいc

加来 国生 ハレルヤ !筑紫野二日市キリス ト教会に着任、丸3年が過ぎました。
この5、 6年内に開設 した二つの伝道所も神様の豊かな祝福と憐れみのうちに順調に

教勢が伸びています。感謝、感謝 !!

笠木 ありさ 昨年の夏から、川越のケアハウス主の園でヘルパーをしています。
OBIの 事は、今でもよく思い出します。これからも、oBIの働きが神様によって大
いに祝福され、ひとりでも多くの方力'学

べるようにお祈 りしていますこ

清瀬 行道 日本、台湾、米国でテントメーカーしています。よろしく、お伝えく
ださいc

木下 順子 函館に遣わされて、2年 目になります。冬の間も守られて感謝です。
まだまだ、礼拝のメッセージや祈祷会等で手一杯の状況です。お祈りよろしく、お願

いいたしますε

木元 炊 主のご祝福をお祈 り申し上げます。老人介護の日々が続いて居 ります。
国松 裕子 月に2回 オルガンのレッスンを受け、ようやくオルガンというものが
分かってきました。今年度も続けていきたいです。

黒沢 すぎの 78歳になるとこんなにも体が不自由にになり意欲も失って教会の
行事にやっと参加して痛む脚と戦いつつ、家庭集会月4ケ所、聖書研究祈祷会、車で

運んで頂いてる参加状態です。

倉沢 薫代 本田先生から戴いた額の御言葉"霊に燃えて主に使え"そ うさせて頂
きたいと祈るものです。

窪井 節子 院外処方箋の取扱いの薬剤師として勤務しております。残念ながら欠
席させてください。

小林 喜久男 新 しく7名 の兄姉を迎えられての同窓会総会が豊かに祝されますよ
うお祈 り申し上げますc

佐藤 敬 懐かしい皆さまにお会いできなくて残念です。カウンセリングの仕事を
続けています。クリスチャン結婚紹介室室長の仕事はクリスチャンホームの建設、信

仰の継承という主のお働きの一端を担わせて戴くという恵みにあずかっております。

とても嬉しく感謝に思っています。教会では執事4年 目の奉仕ですこ

須田 松子 4月 から長女は小学校入学し、次女は年中組に進級しました。役員な
ど'ltし く、楽しく過ごさせて頂いております。聖書学院の御働きをお祈 りしています。

菅井 正道 音楽活動とギデオン会員としての奉仕活動に忙 しくしております。
5月 の関東地区大会の準備に主の導きとお支えを感じつつホス ト役として奉仕させて

頂いております。

杉山 礼子 4/24～ 5/8ま でニュージランドの′自、子宅へ行ってきます。
鈴木 恵美 2006.4月 、伝道師の家族として、牧会の助け手として召し出され遣わ
されることになりました。

関 節子 住所変更しました。
関口 悦子 昨年度、新 しい学校に転勤 し、相変わらず教員として勤めています。
イザヤ書41:10「恐れるな、わたしはあ,な たとともにいる。」この御言葉が常に共
にあり、生かされています。

千田 哲子 宣教活動として、ゴスベル・サークル集会を引き続きしております⊃
2月 にサークルに入っておりました長姉が洗礼を受けました。月曜日はサークルが

休めません。増田先生、始め諸先生方を懐かしく思い出し、更なるOBIの前進をお

祈りいたしますЭ

高橋 美恵子 現在、韓国ソウルに住んでいます。ソウルでは、オンヌリ教会の
日本語礼拝部で礼拝を守っています

=

田中 恵子 当日、変更
きます。oBIを通して、主 (

ます。

中村 良子 中川キリス
OBIで学ばれる方が多数与 ,

にもお祈 りいたします。

中川 和代 当日は用事
申し込みました。皆様と学

内藤 めぐみ 仕事のた
すようお祈 りいたします。

西川 和子 今年はいよ
士論文にチャレンジしてい

原 正子 長年の祈 りの
成です。お祈 りください。

畑山 光代 教会の御用
平野 一郎 住所変更い
平松 庸一 遠方の地に
窓会がいよいよ発展します

平澤 素香子 今年70歳
恵の中に過ごしております

平田 仁美 昨年度、音
学んでいます。

増田 慶子 聖歌隊の指ユ
村松 俊郎 研究科で学
三友 庸子 嫁いだ娘に
で静養することになりまし

森井 あずさ 不登校に
めに続いてお祈 りいただけ

門馬 正衛 OBIが主のf
吉田 喜代美 住所が変
吉田 和子 仕事も神学
いと願っています。

依田 和子 新しい聖書
て感謝のなかに、日々御基

米田 由紀子 教会では、
脇坂 勇 勤めながら、

=書
更1 浦和右

新会堂は、北浦和駅から徒歩

に面し、十字架を高く掲げたキ

拝堂に入る。前面は、天地一杯

講壇と聖餐式食卓が安置されて

デイな色彩と感触は気持を落着

流れ、その調和に配慮されてい

2CX16年 5月 28日 、午後3時 より

カルビン・ハンソン師を迎えて、

焼跡色濃く残る中から、浦和の

英語聖書の学び、公的施設を用

の出来事が夢のよう。今、この

来賓挨拶では、第2代宣教師ラ

が熱く語れた。因に、総工費は

る。試練を主は与え、更なる恵

教職者 :牧師 坂野慧吉 副
〒330-0061 さいたま市浦禾
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聖書科での学びの回顧と展望

IEC(国際電気規格)の改正日本提案代表や二つの

子会社の社長を辞めて、本社に戻ることになった。そこ

で、もう一花咲かせようと患込んで出社してみると、

「ゆっくり体を休めてくれ」との言葉であった。体のい

い閑職行きである。本社を数年離れている間に、重要ポ

ストは後輩たちが就き、すでに十分活躍していた。給与

と取締役としての役職は、保証されていて、どんなこと

をしてもよく、仕事の中味に責任は問われなかった。い

くつかある子会社や協力工場が ISO-9000の認定
をとれるように、品質管理体制の指導をした。60歳の定

年に、あと二三年の時のことであった。

定年直前に、三つの働き□が備えられていた。 ISO
-9000の品質審査員か、芝浦工業大学の派遣コンサ
ルタントか、上海郊外の常熟という所のセンサー会社の

冊 齢[経営指導者かの道であった。祈ったところ、将来についてのE

論見は私のものと主の意図とは異なっていた。 (他の者は新レい就職の

道に進んでいくが、)「あなたにはなんの係わりがあるのか。あなたは、

わたしに従ってきなさい。 (∃ハネ21:2)」 であった。

そこで私は、勧められるままにお茶の水聖書学院に入学した。一日、

補 間何の心配もなく、全部を聖書関連の学びに使えるようになったの

で、また、上記の主の御言葉に従うために、可能な限り生活のすべてを

学習に当てることにした。入学前から進めている―つのテーマがあり、

これに関連させて学ぶことにした。息子が交通事故で亡くなったことで、

死と神の国のことを知りたかったのである。その結果、主の守りと導き

によって、三年間で■料目90単位を取得させていただいた。学びを進め

るには、指定テキスト以外に、先生から推薦された図書に自分で選択じ

たものをカロえ、各教科とも系統の違った参考書を五、六冊を併読して授

業を受けた。この学びと並行して、研究課題である「死と神の国」の方

も進め、その内容に学院で学んだことを加えたり修正していった。これ

を卒業当日に卒業論文として、547頁の本にして、発売を「いのちのこ

とば社」経由で出版することができた。

・ | 「 =|   ―

スプ ー´´, 7月 10日 ～2日 (二泊二 日)
講師 :野田 秀 先生 七題 :「教会生活の深まりJ
会場 :恵シャレー軽井沢 費用 :4ocoH(1泊参加者は13aが1)
:(夏 ii F'j・ :: 7月 11日午後。会場 :軽井沢、鹿島の森ホテル

3ス ‐―   | | 夏季声楽・オルガン研修会と発表コン

サート 植湘鴨子先生、内藤真奈先生c研修会 :7月 11日 ～12「 |
発表コンサート:7月 2日

「

岨 :∞よりc場所はFI本基督教団軽井
沢追分教会 (酎け憫n3ぉ1 lEL964632)
〕B夏季講座 テーマ :「社会における信徒のあり方J
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後期は藤巻充先′Lを迎えて、ジョン
・ウェスレーを、更に深く学ぼう !

言葉丁 ―‐  ■ 一`~一 ｀ 101ドト|ゴの予定
=
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中島紀―虫B(13期生)

祝卒業 中島兄、日名姉 2006214 お茶の水聖書学院

卒業後は研究科へ進み、■せて 護ってこなし｀ことであるが、学院で
詢坐を持つことになったc美生活,墓づ▽

｀
■信仰者としての生き方に関

連した「聖書とノに側 についての内容であるc既刊の五冊も加えてテキ

ストにする予定である。さらに中 そ活かしてとのことで、OBI
の経営運営面での評議員を委嘱された。あのときの主イエスキリスト

の御命令と三年間の学院での学びが、今後の歩みのための準備であった

とは、私としては露知らず、全くの主のお導きであった。今日あるは主

の恵みによることと、これからのことは、感謝しつつも身が引き締まる

思いである。

教会での講壇メッセージ、派遣講師、諸集会での講演 証詞など従来
どおりの御奉仕も続けていくことになるが、主が示されるままに忠実に

一歩一歩御足のあとに着き従って行きたいと祈っている。

世の中は、日眩く展開で、暗さを増すのみ。世は唯今、真暗間です=しか

し、私たちには、主がおられる。私たちは、御言葉の光に照らされている。

希望に生きるべく恵を深く、主に感謝します。

さて、多忙な日々 、やっと、発行まで辿り着いた。OЫ同窓会の年り(総会も

無事終えてから、OH関連のポスターの制作を済ませ、本誌の編集スタート
=

原稿依頼諸氏には、遅れましてお詫びの一言です。

今回は、昨年、十一月、天に召された能勢寿郎兄の追悼特集を組んでみまし

た。本誌』号で、学院長が同窓会の草創朗について記されていました。そこで、

初めて能勢兄に関心が向きました。会計係を担麟していて、私は、お名前は存

じていましたが、お名前だけでした。同窓会の礎を築いてくださって、今、私

たちがあるを思うとき、能勢兄のお人柄を知りたいと、先輩の紙 学院長に

御執筆を願った次第です。誌面の都合により、もっとお書き願えれよ、でした

が、簡潔な筆使いに能勢兄のお人柄を街彿とさせられています。

巻頭言の世良田先生からは、「祈り」の基本を深く教わり、感謝します。

新会員の方 か々らもOB10学びとこれからの展望、決意が力強く語られました。

皆さんの御労感謝いたします。主からの恵の更なるを願い、祈ります。有り難

うございました。栄光、主にあれ OmattЮ嗜蕎の健康が保たれますように、

特に祈ります。

梅雨のあとさき、日園散策二句        編集子
麦秋贅歌  昇りつめ 天裂くほどの 雲雀かな
見〕召田圃  桜桃のころ 雲伸しかかる しる日かな


